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ジ
オ
パ
ー
ク
で
あ
り
続
け
る
た
め
の
取
り
組
み

　
先
月
は
、
法
律
に
よ
る
大
地
の
遺
産
の
保
全
の
実

例
を
紹
介
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
法
律
に
よ
る
保
全

に
は
大
き
な
欠
点
が
あ
り
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
ジ

オ
パ
ー
ク
の
認
定
範
囲
は
島
原
半
島
全
域
で
す
が
、

雲
仙
・
天
草
国
立
公
園
と
、
島
原
半
島
内
の
県
立
自

然
公
園
の
範
囲
を
足
し
合
せ
て
も
、
半
島
全
体
に
は

お
よ
び
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
法
律
だ
け
で
は
、
島
原

半
島
内
の
す
べ
て
の
大
地
の
遺
産
（
ジ
オ
サ
イ
ト
）

を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
自
然
公
園
の
範
囲
外
に
あ
る
大
地
の

遺
産
は
、
住
民
の
手
に
よ
っ
て
独
自
に
守
る
必
要
が

あ
る
の
で
す
。

大
地
の
遺
産
の
保
全
②

「
住
民
の
手
に
よ
る
大
地
の
遺
産
保
全
」

　
白
土
桃
山
二
丁
目
に
あ
る
浜
の
川
湧
水
は
、
今
か

ら
２
２
１
年
前
に
起
き
た
「
島
原
大
変
」
の
崩
壊
土

砂
が
、
海
を
埋
め
立
て
た
場
所
に
湧
き
出
し
た
湧
水

で
す
。

　
こ
の
湧
水
の
脇
に

あ
る
共
同
の
洗
い
場

は
、
用
途
に
応
じ
て

利
用
場
所
が
決
め
ら

れ
て
い
る
ほ
か
、
地

域
住
民
が
常
に
掃
除

を
し
て
お
り
、
景
観

の
保
持
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
南
島
原
市
西
有
家
の
龍
石
海
岸
は
、
お
よ
そ
50
万

年
前
に
始
ま
っ
た
雲
仙
火
山
の
始
ま
り
の
地
層
が
見

ら
れ
る
ジ
オ
サ
イ
ト
で
す
が
、
こ
こ
は
国
立
公
園
の

範
囲
か
ら
も
県
立
自
然
公
園
の
範
囲
か
ら
も
外
れ
て

お
り
、
法
的
に
は
保
全
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
認
定
以
降
、

南
島
原
市
と
地
域
住

民
が
一
緒
に
な
り
、

龍
石
海
岸
で
「
ジ
オ

サ
イ
ト
ク
リ
ー
ン
作

戦
」
を
定
期
的
に
開

催
し
、
ジ
オ
サ
イ
ト

周
辺
の
草
刈
り
や
海

岸
の
清
掃
活
動
な
ど

の
保
全
活
動
が
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
雲
仙
市
小
浜
町
に
は
、「
庄
屋
の
水
」
と
し
て
名
高

い
湧
水
ス
ポ
ッ
ト
・

上
の
川
湧
水
が
あ
り

ま
す
。
江
戸
時
代
か

ら
の
古
い
歴
史
を
持

つ
こ
の
湧
水
も
、
地

域
住
民
が
洗
い
場
の

清
掃
や
水
底
に
た

ま
っ
た
落
ち
葉
の
除

去
作
業
が
続
け
ら
れ
、

地
域
で
の
保
全
が
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
上
記
以
外
に
も
、
雲
仙
火
山
が
創
り
だ
し
た
大
地

の
遺
産
が
、
地
域
に
住
む
人
た
ち
の
手
に
よ
り
大
切

に
守
ら
れ
、
管
理
さ
れ
て
い
る
事
例
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
ど
れ
も
地
域
の
自
然
を
維
持
す
る
大
切
な

作
業
で
あ
り
、
こ
れ
が
ジ
オ
パ
ー
ク
そ
の
も
の
の
品

質
の
保
証
に
繋
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
市
民
清
掃
も
、
実
は
半
島
内

の
大
地
の
遺
産
の
保
全
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
無

理
な
く
、
身
近
な
こ
と
か
ら
地
域
の
自
然
環
境
を
守

り
、
そ
の
魅
力
を
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

17　　平成 25.6.

浜の川湧水

龍石海岸上の川湧水

世界ジオパーク再認定審査

　7月 9日（火）～ 11日（木）の 3日間、2名の審査員により、
島原半島世界ジオパークの再認定審査が行われます。
　4年ごとに行われるこの再審査の結果によっては世界ジオパー
クの認定がはく奪されることもありうる大変重要な行事です。
　この審査では、島原半島地域が世界ジオパークに認定されてか
らどのように変化したのか、地域の人がどのくらいジオパークの
世界認定を喜び、地域の活性化に活用しようとしているのかが評
価されます。
　審査員の方々が島原半島ジオパークを楽しんでいただけ
るよう、地域の皆さんの温かいお出迎えをお願いします。


